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HIT SCHEDULE CALENDAR 2012

HIT EVENT INFORMATION

06  june

体育祭
118日間セーフティーラリー開会式
親交会総会（11:00～）、懇親会
大学院修士課程推薦入試
第1回AO入試［前期］エントリー説明会
第１回オープンキャンパス、新体育館落成記念行事〈和道会合同練習会〉
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08  august

前期定期試験（～7日）
教員免許状更新講習（～7日）
第2回オープンキャンパス、新体育館落成記念行事〈詳細未定〉
夏季休業開始（～9月18日）
教職員夏季一斉休業（～17日）、ホームページ休止（～13日）
※11～13日は電気設備等年次点検のため大学完全閉鎖

東北工業大学総合定期戦（～22日、本学）
第1回AO入試［前期］セミナー
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07  july

PF（前期）個別面談期間（～13日）
第2回ＡＯ入試［前期］エントリー説明会
編入学試験［前期・指定校］
大学院修士課程入試［前期（一般）］
大学院修士課程入試［前期（社会人）］
前期終講
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09  september

オウル総合科学大学へ交換留学生派遣（～11月下旬）
研究生・特別研究生出願受付（～10日）
北海道工業大学大学説明会（企業向け：東京会場）
父母懇談会（地方）、進学・入試相談会（地方）
夏季休業終了
学位記授与式（10：00～）
後期始講
父母懇談会（札幌）
第2回AO入試［前期］セミナー、第1回AO入試［後期］エントリー説明会
大学祭（～30日）
第3回オープンキャンパス
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7/14 sat  15：00～
本学2名の学生と1名の先生が、紀伊国屋書店インナーガーデンで「現代の若者論」をテーマに学生や一般市民の聴衆に対し、
トークセッションを開催。議論の場を共有できる企画です。

●会場 ： 紀伊国屋書店インナーガーデン

人間社会学科まちなかトークセッション「現代の若者論」［一般公開］

6/8 fri  14：40～16：10
未来デザイン学部の全学生を対象として、STVアナウンサーの和久井薫さんの特別講演会を開催します。
約40年にわたるアナウンサーとしてのご経験をもとに、変化を続けるテレビ、マスコミ業界の将来についてお話いただきます。

●会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
●講師 ： 和久井薫氏

未来デザイン学部特別講演会 マスメディアの現状と将来

7/6 fri  14：00～16：00
道工大と道総研の連携協定締結を記念し、両者が今後連携して研究に取り組むテーマに関し、
両研究機関がこれまで取り組んできた研究成果も交え、道民に身近な話題として分かりやすく伝えるセミナーを開催します。
一般の方も無料で参加できます。
テーマ「北国のくらしとエネルギーを考える」―身近な省エネルギーのすすめ―

●会場 ： 札幌ガーデンパレス
●講演 ： 細川和彦 准教授
　　　　魚住昌広 准教授 ほか

道工大と道総研の連携・協定締結記念セミナー［一般公開］

6/15 fri  16：30～17：50
国連PKO、外務省職員、NGO職員として各国で勤務し、和平プログラムの専門家として活躍する瀬谷ルミ子氏による特
別講演会です。聴講には事前登録が必要です。希望される方は、情報フロンティア工学科の小川（TEL：
011-688-2291）までご連絡ください。

●会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
●講師 ： 瀬谷ルミ子氏

職業は武装解除［一般公開］

7/7 sat  15：50～18：30
本学義肢装具学科の関宏三先生が本大会の大会長を務めます。7/7（土）15:30～18:30には展示会場を一般開放します。義肢装具メーカーなどの企
業展示ブースがあり、最新の義肢装具、車いすなどの福祉用具を直接見て触ることができます。また一般の方も聴講できる公開講座（無料）を行います。
【講座1】中村俊郎先生「義肢装具の未来」 ： 乳癌の方のための人工のおっぱいや、火傷した子のための義足と多岐に活躍。
【講座2】植松努先生「思うは招く」－夢があればなんでもできる－ ： 赤平から北海道の宇宙ロケット開発に参加している企業。

●会場 ： 札幌コンベンションセンター
※詳細は、ホームページをご覧ください。 
　http://www.conv-s.com/japo2012/

第19回日本義肢装具士協会学術大会 公開講座［一般公開］
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2012年2月、新体育館
「HIT ARENA」誕生。

今年2月、待望の新体育館が完成しました。愛称は「HIT ARENA」。

設計、施工はいずれもが道工大OBチームによるもので、デザイン性の高さはもちろん、

太陽光パネルや地中熱ヒートポンプを導入し、省エネ・創エネを実現しています。

新体育館の建築プロジェクトは、本学の建築学科、都市環境学科、機械システム工学科と、

学科の枠を超えて教授陣やOBが集結。次代につなぐ「エコ・キャンパス」が実現しました。

地上3階、延床面積5,900.61㎡という体育館の広さは道内大学の中でも最大級。
当然、エネルギー使用量も膨大になりますが、HIT ARENAではソーラーパネルと地中熱
ヒートポンプシステムという、気候を活かした2つの新エネルギーを利用することで環境に配
慮した建物となっています。壁面のソーラーパネルは太陽光を集め照明用の発電に、地
下に埋めたパイプは地中熱を吸収、体育館の空調に活用しています。

ソーラーパネル
体育館の“屋根”ではなく、あえて南側の壁面にソーラーパネルを設置することで、
積雪のリスクや屋上の荷重負荷を回避するとともに、雪面の反射も利用し太陽光を
多く取り込めるようにしています。このシステムにより廊下など共用部のLED照明の電
力をまかなえるうえ、蓄電して夜間にも利用が可能です。

地中熱ヒートポンプ
地下に埋めたパイプに不凍液を循環して地中熱を吸収しアリーナの空調に利用。地
中の温度は年間を通じて平均約１０℃程度で安定しているため、北海道のような積雪
寒冷地でも、効率良く自然エネルギーを利用できるシステムになっています。

本学建築学科の佐藤先生を始めとした、佐藤ゼミ
生のOB＆大学院生による「新体育館プロジェクト
設計共同企業体メンバー」。

本学建築工学科を卒業した初代工事長の目黒
氏、その後、工事長を引き継いだ山名氏を始めとし
た、道工大OBによる「新体育館施工メンバー」。

特 集FEATURE

ソーラーパネル

地中熱
ヒートポンプシステム 夏の夜間に外気で換気、アリーナを冷やす。

●ハイサイドカラーの自然採光
●太陽光発電
●全館LED照明採用
●アリーナは温風による床暖房
●地中熱ヒートポンプによる空調
●アースチューブ

●ナイトパージ

地中のパイプを経由して外気を取り入れ
夏は涼しく冬は温かい空気で換気を行う。

環 境

作り手

大学の体育館では珍しい
高さ13mのクライミングウォール！

クラブスペースは
体育局・文化局いずれも利用OK

バスケもバレーも2面OK！
道内大学最大級のメインアリーナ

本格的な
フィットネスマシンを導入

「環境配慮型アリーナ」という発想

HIT ARENAのコンセプトは「広場」。真ん中を広場のようにして周りを囲み、スポーツをす
る人だけが使うのではなく、一般の学生たちも見て楽しめる空間をつくろう、という思いのも
とに集まった道工大OBの面々。世代を超えたHITのチームが、設計・施工にあたりまし
た。教科書に書かれていることがぎっしり詰まったHIT ARENA。キャンパスの新シンボル
は、先輩たちからの「生きた教材」という贈り物です。

つくったのは「チームHIT」

5月12日（土）、新体育館「HITARENA」落成記念行事として「HITジュニアスポーツクリ
ニック」が開催されました。競技種目はバレーボールとバスケットボールで、小中学生を対
象に午前と午後に分けて講習会を実施。バレーボールは、元全日本女子バレーボール選
手大山加奈氏を始め、緑川真由美氏、東山由香氏が、バスケットボールは、北海道のプ
ロバスケットチームレバンガ北海道の折茂武彦選手、伊藤将伸選手、阿部友和選手が講
師として参加。メインアリーナでは、それぞれの競技に分かれて技術指導やミニゲームが行
われ、参加した小中学生は講師たちと一緒に汗を流しました。

大盛況、ジュニアスポーツクリニックを開催！

みんなで競技観戦できる
ラウンジスペース

TOPICS

北海道工業大学
新体育館落成記念行事

折茂さん・大山さん 熱血指導！！

設 備
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HIT
北海道工業大学の“今”

がわかる、旬の話題をお
届け！

Release!
寒地環境エネルギーシステム研究所、設立。
4月1日、寒地環境エネルギーシステム研究所を設立しました。本研究所では、機械・電

気・建築・土木など、学科の垣根を越えて教員陣が集い「積雪寒冷地における環境エ

ネルギーシステムの確立」を研究の軸として、共に研究を行います。北海道工業大学で

は既に積雪寒冷地における「電力エネルギー有効利用システムの実証研究」、「太陽電

池利用効率向上に関する研究」、「地中熱ヒートポンプの実証研究」、「地熱利用換気シ

ステム利用技術に関する研究」、「雪氷冷熱利用技術に関する研究」等について多くの

実績をあげています。これまでの個々の要素技術の研究に加え、関連分野技術を統合し

た総合的なエネルギーシステムの研究・開発を推進していきます。

地域活性の足掛かりに。
北海道立総合研究機構と調印。
3月8日、地方独立行政法人北海道立総合研究機構と「連携・協力に関する

協定」の調印式を行いました。この協定は、寒冷地特有の産業技術をはじめ北

海道の特性を活かした技術の構築を推進し、道内産業の高度化や経済の活性

化に寄与することを目的としています。はじめに本学苫米地学長から「これまで

の地域密着型の研究成果とこの連携協定による新たな研究成果を道内の地場

産業の活性化のために発信していきたい」と挨拶があり、続いて北海道立総合

研究機構の丹保理事長から「工学という大きな分野は、道総研だけでは持ちき

れない。この協定により、建物・機械・制御・材料などの分野で力を借りてい

きたい」と挨拶がありました。協定を記念しシンポジウムを開催します。詳しくは

裏表紙をご覧ください。

平成24年度入学式＆
新入生歓迎会を開催！
4月4日、札幌コンサートホールKitaraにて、平成

24年度の入学式が執り行われました。また、4月

12日には、スポーツ交流施設「つどーむ」屋内ア

リーナにて、北海道工業大学協学会が主催する

「新入生歓迎会」が開催されました。歓迎会では新

入生たちが、学科別チームに分れ「綱引き」「玉入

れ」「リレー」を通じ、新しい友人・教職員と親睦を

深めていました。また、クラブのブース設置・演舞

等によるクラブ紹介、ゲーム機や図書カードなどが

当たる「抽選会」なども行われ、大変な盛り上がり

を見せました。

名誉教授
称号授与式を開催。
4月16日、本学にて平成24年度名誉教

授称号授与式が行われ、本年3月末に退

職された今井和明元教授、棚橋研二元

教授、水野雄三元教授の3名に名誉教

授の称号が授与されました。その後、名

誉教授を囲み会食を行いました。

時代の変化に対応し、学部学科の再編とキャンパス整備に着手
少子化の進行、規制緩和、長引く経済の低迷など、より厳しくなる

環境の変化に対応し、平成26年4月開設を目指して、現在の4学部

9学科を3学部12学科に再編することになりました。医療工学部は

学科を増設し、より医療色を強めた医療学部となります。創生工学

部、空間創造学部は時代の要請に応えるべく工学部に統合。未来

デザイン学部は人間社会学科のカリキュラム改訂を予定していま

す。また、経営母体の学校法人北海道尚志学園が設置する北海道

薬科大学が、平成27年4月に本学の手稲前田キャンパスへ拠点を

移す計画となっており、新しい時代の大学キャンパス整備にも着手

することになりました。詳細は後日あらためてご紹介します。　

丹
保
理
事
長（
右
）
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米
地
学
長（
左
）

HIT ARENA 太陽光発電パネル 融雪浸透水熱交換式空調システム研究施設 HIT ARENA 
地熱利用換気設備外気取入口

風力発電設備

〔お問い合わせ〕総務課研究支援係 / TEL：011-688-2241  E-mail：kenkyu@hit.ac.jp
本学の
省エネルギーの取り組みが
北国の省エネ・新エネ大賞を受賞！
本学の省エネルギーの取り組みが平成23年度「北国の省

エネ・新エネ大賞（北海道経済産業局長表彰）」を受賞し

ました。この賞は、北海道においてエネルギーに関する開

発・有効利用及び普及に著しい成果及び功績があり他の

模範となる組織、個人を表彰するものです。2月22日に行

われた表彰式では、本学建築学科の魚住昌広准教授よ

り、「消費エネルギーモニタリング（見える化）システムを活

用した省エネルギー活動の実践」について発表を行いまし

た。新体育館「HIT ARENA」でも、体育館の壁面に太陽

光パネルを取り付けるなど、地球環境への負担の軽減、循

環型社会の実現を目指しています。

語学研修・交換留学の報告会と
交換留学生の歓迎会を実施。

永きに渡り、大学教育・研究の発展に寄与いただきました。

以上、平成24年3月31日付け

以上、平成24年4月1日付け

新しく就任された先生方です。

人事異動

今井 和明 （創生工学部 電気デジタルシステム工学科 教授）
棚橋 研二 （創生工学部 電気デジタルシステム工学科 教授）
下村 憲一 （空間創造学部 建築学科 教授）
水野 雄三 （空間創造学部 都市環境学科 教授）
室谷 邦行 （未来デザイン学部 人間社会学科 教授）
長岡 正忠 （創生工学部 機械システム工学科 契約職員） 

●退職

●採用 守田 憲崇 （医療工学部 医療福祉工学科 講師）
追塩 和浩 （創生工学部 機械システム工学科 契約職員）

5月18日、本学講義室において平成23年度海

外研修・交換留学の報告会が行われました。

報告会終了後には、フィンランドのオウル総合

科学大学から来学した学生2名を囲み歓迎会を

開催。多くの学生・教職員が参加し交流を深め

ていました。
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HIT
北海道工業大学の“今”

がわかる、旬の話題をお
届け！
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全国学生岩岳スキー大会にて、
男子団体戦でV3を達成！
2月26日から3月2日の日程で、長野県の白馬岩岳スキー場を会

場に開催された「第39回全国学生岩岳スキー大会（基礎スキー

の部）」で、本学の基礎スキー部が「男子団体演技」で参加50

チームの頂点に立ち、V3を成し遂げました。また、男子個人演

技でも好成績を収めており、今後、ますますの活躍に期待が高ま

ります。

ますますの活躍に期待！ 優秀学生賞表彰式。

リュージュ同好会が
各大会で好成績。
氷上のF1とも言えるスピード感のなか、

1000分の1のタイムを争うリュージュ。本学

リュージュ同好会の学生が、札幌で行われた

リュージュ選手権大会で好成績を収めまし

た。今後の活躍にも是非ご注目を！

濱谷研究室のゼミ生7名が
上田札幌市長に提言。
「広聴リポーター制度」は、札幌市内の大学生がリポーター役となり市民に対し

て市政に関する調査を行い、その調査結果を分析・検討した上で札幌市に提

案する制度です。本学からは、人間社会学科の濱谷ゼミ生7名が「創成川公

園を利用する市民像とその実態について」というテーマに基づいて調査を行い

2月3日、上田市長に調査報告書を手渡しました。

総勢600名！大学周辺の
ゴミ拾いを今年も実施。
春の恒例行事となった、各町内会との合同の大

学周辺ゴミ拾いを4月22日に実施しました。当日集

まったのは本学学生約600名と大学周辺3つの町

内会のみなさん。清掃活動を通じ、環境美化に対

する意識の向上を図ります。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［空手道部］
●第42回北海道学生空手道選手権大会個人戦 兼 
　全日本学生空手道選手権選抜大会（4月28日）
　個人組手優勝　川崎 博生さん（医療福祉工学科）
　個人組手ベスト8　佐々木 悠太さん（人間社会学科）

［アーチェリー部］
●2011年度第39回北海道学生アーチェリー冬季インドア大会（2月19日）
　男子RC7位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）
　男子RC8位　中東 楽さん（機械システム工学科）
　女子RC5位　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　女子RC8位　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）

〔男子団体演技出場者〕

園田 剛さん（医療福祉工学科）
髙木 俊洋さん（機械システム工学科）
長谷川 明生さん（機械システム工学科）
木下 貴裕さん（建築学科）
中村 勝さん（メディアデザイン学科）
吉本 健志さん（機械システム工学科）

［卓球部］
●平成24年度春季全道学生卓球選手権大会（4月28日・29日）
　男子ダブルス優勝：沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）・中島 亮介さん（建築学科）

［放送芸術部］
●シネマdeポリス'11（2月11日）
　編集賞・作品賞　作品名「Just my way」
　監督：田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）

［ライフル射撃部］
●第2回地方支部交流戦（3月23日～ 25日）
　BRS40MW 1位　那須 葵さん（医療福祉工学科）
　BRS40MW 6位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　10MS60M 団体4位

［ロボット製作部］
●ロボカップジャパンオープン2012大阪（5月2日～ 5日）
　レスキュー実機リーグ 5位

［基礎スキー部］
●第30回学生スキー技術選手権大会（3月18日～ 22日）
　男子団体戦 総合1位

●男子総合 / 4 位
　北海道工業大学　Infinity Ski Team
●男子個人演技 / 5 位
　吉本 健志さん（機械システム工学科）
●男子個人演技 / 7 位　
　木下 貴裕さん（建築学科）

夢プロジェクトの
成果報告会を実施。

〔平成23年度 夢プロジェクト一覧〕

夢プロジェクトとは、学生自らが企画したプランをプレゼンテーション

し、採択された案には大学からの資金援助が与えられるという、平

成15年から続く本学ならではのユニークな制度です。平成23年度

も多彩な企画が採択され、3月1日に成果報告会が行われました。

快挙！
第42回北海道学生空手
道選手権大会個人戦で
3連覇達成！
4月28日、北海道大学第2体育館で行われた

「第42回北海道学生空手道選手権大会個人

戦兼全日本学生空手道選手権選抜大会」

で、医療福祉工学科4年の川崎博生さんが男

子個人組手で見事、3連覇を果たしました。

川崎さんは7月1日に開催される「第56回全日

本学生空手道選手権大会」と、同日に行われ

る「東西対抗戦（団体戦）」に北海道代表選

手として出場します。全国大会での活躍を期

待しています。

〔夢プロ事例紹介〕

2月11日、札幌市青少年科学館主催「大学生による科
学教室」で本学学生の夢プロジェクト企画「手作りキャ
ンドル」が実施され、本学の学生10名が講師を担当し
ました。参加した小学生22名はカラフルなキャンドル作り
に挑戦、ものつくりの面白さを楽しんでいました。

〔団体〕
●空手道部
　・第 42 回北海道学生空手道選手権大会新人戦において男子団体組手優勝
　・第 45 回和道会北海道空手道競技大会において一般・大学団体組手準優勝
●卓球部
　・平成 23 年度春季全道学生卓球選手権大会において男子団体 1 部リーグ第 2 位
　・第 81 回全日本大学総合卓球選手権大会団体の部北海道予選において男子団体第 2 位

〔個人〕
●都市環境学科　櫻岡 壮太さん
　第 42 回北海道学生空手道選手権大会新人戦において男子個人組手準優勝
●医療福祉工学科 川崎 博生さん
　第 41 回北海道学生空手道選手権大会において男子個人組手優勝　他
●メディアデザイン学科　沼 亮太朗さん
　平成 23 年度春季全道学生卓球選手権大会において男子シングルス第 1 位　他

●第26回全日本学生リュージュ選手権大会（2月19日）
　男女混合1人乗り（全長250m）　
　第3位　成田 圭吾さん（機械システム工学科）
●第48回北海道リュージュ選手権大会（2月19日）
　男子1人乗り2部（全長250m）　　
　第1位　羽山 竜平さん（機械システム工学科）
　第2位　中島 将貴さん（機械システム工学科） 
●第33回スポーツショップ古内杯リュージュ競技大会（2月26日）
　男女混合一般2部（全長250m）　　
　第1位　西 晃広さん（機械システム工学科） 
　第2位　青山 慎吾さん（機械システム工学科） 
　第3位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科） 

（写真提供 札幌市）

●義肢装具海外支援
アフガニスタンへの義足提供支援の
義足製作と写真展を開催。

●高需要福祉用具の設計
現在使用されている福祉用具を研究、
問題点を検討・改良し製作。

●雪かき隊
高齢者世帯の雪かきボランティアを実施。

●手作りキャンドル
キャンドル教室を開催。

●HIT STARS
星空観望会を実施。

●マイチャリクラブ
大学構内の自転車管理・マナー向上を
学生主体で運営。

●ECO-プロジェクト
ペットボトルキャップを回収し、ワクチン寄付活動に貢献。

●HIT Battle Tech
小学生向け工作教室の開催と
ロボット相撲大会への出場。

●手稲区マスコットキャラクター「ていぬ」
　エコ支援プロジェクト
ていぬを使った劇を幼稚園で開催し、
エコに興味を持たせる。

●スマイル・ストリート・プロジェクト
　「言の葉の森」
札幌駅前通地下歩行空間で、地下空間の
賑わいを創出し、震災被災者を応援するイベントを実施。

●HiTeineプロジェクト
手稲区を舞台にした短編映像を作成し、
札幌駅前通地下歩行空間等で上映会を開催。
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全国学生岩岳スキー大会にて、
男子団体戦でV3を達成！
2月26日から3月2日の日程で、長野県の白馬岩岳スキー場を会

場に開催された「第39回全国学生岩岳スキー大会（基礎スキー

の部）」で、本学の基礎スキー部が「男子団体演技」で参加50

チームの頂点に立ち、V3を成し遂げました。また、男子個人演

技でも好成績を収めており、今後、ますますの活躍に期待が高ま

ります。

ますますの活躍に期待！ 優秀学生賞表彰式。

リュージュ同好会が
各大会で好成績。
氷上のF1とも言えるスピード感のなか、

1000分の1のタイムを争うリュージュ。本学

リュージュ同好会の学生が、札幌で行われた

リュージュ選手権大会で好成績を収めまし

た。今後の活躍にも是非ご注目を！

濱谷研究室のゼミ生7名が
上田札幌市長に提言。
「広聴リポーター制度」は、札幌市内の大学生がリポーター役となり市民に対し

て市政に関する調査を行い、その調査結果を分析・検討した上で札幌市に提

案する制度です。本学からは、人間社会学科の濱谷ゼミ生7名が「創成川公

園を利用する市民像とその実態について」というテーマに基づいて調査を行い

2月3日、上田市長に調査報告書を手渡しました。

総勢600名！大学周辺の
ゴミ拾いを今年も実施。
春の恒例行事となった、各町内会との合同の大

学周辺ゴミ拾いを4月22日に実施しました。当日集

まったのは本学学生約600名と大学周辺3つの町

内会のみなさん。清掃活動を通じ、環境美化に対

する意識の向上を図ります。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［空手道部］
●第42回北海道学生空手道選手権大会個人戦 兼 
　全日本学生空手道選手権選抜大会（4月28日）
　個人組手優勝　川崎 博生さん（医療福祉工学科）
　個人組手ベスト8　佐々木 悠太さん（人間社会学科）

［アーチェリー部］
●2011年度第39回北海道学生アーチェリー冬季インドア大会（2月19日）
　男子RC7位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）
　男子RC8位　中東 楽さん（機械システム工学科）
　女子RC5位　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　女子RC8位　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）

〔男子団体演技出場者〕

園田 剛さん（医療福祉工学科）
髙木 俊洋さん（機械システム工学科）
長谷川 明生さん（機械システム工学科）
木下 貴裕さん（建築学科）
中村 勝さん（メディアデザイン学科）
吉本 健志さん（機械システム工学科）

［卓球部］
●平成24年度春季全道学生卓球選手権大会（4月28日・29日）
　男子ダブルス優勝：沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）・中島 亮介さん（建築学科）

［放送芸術部］
●シネマdeポリス'11（2月11日）
　編集賞・作品賞　作品名「Just my way」
　監督：田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）

［ライフル射撃部］
●第2回地方支部交流戦（3月23日～ 25日）
　BRS40MW 1位　那須 葵さん（医療福祉工学科）
　BRS40MW 6位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　10MS60M 団体4位

［ロボット製作部］
●ロボカップジャパンオープン2012大阪（5月2日～ 5日）
　レスキュー実機リーグ 5位

［基礎スキー部］
●第30回学生スキー技術選手権大会（3月18日～ 22日）
　男子団体戦 総合1位

●男子総合 / 4 位
　北海道工業大学　Infinity Ski Team
●男子個人演技 / 5 位
　吉本 健志さん（機械システム工学科）
●男子個人演技 / 7 位　
　木下 貴裕さん（建築学科）

夢プロジェクトの
成果報告会を実施。

〔平成23年度 夢プロジェクト一覧〕

夢プロジェクトとは、学生自らが企画したプランをプレゼンテーション

し、採択された案には大学からの資金援助が与えられるという、平

成15年から続く本学ならではのユニークな制度です。平成23年度

も多彩な企画が採択され、3月1日に成果報告会が行われました。

快挙！
第42回北海道学生空手
道選手権大会個人戦で
3連覇達成！
4月28日、北海道大学第2体育館で行われた

「第42回北海道学生空手道選手権大会個人

戦兼全日本学生空手道選手権選抜大会」

で、医療福祉工学科4年の川崎博生さんが男

子個人組手で見事、3連覇を果たしました。

川崎さんは7月1日に開催される「第56回全日

本学生空手道選手権大会」と、同日に行われ

る「東西対抗戦（団体戦）」に北海道代表選

手として出場します。全国大会での活躍を期

待しています。

〔夢プロ事例紹介〕
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に挑戦、ものつくりの面白さを楽しんでいました。

〔団体〕
●空手道部
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　・第 45 回和道会北海道空手道競技大会において一般・大学団体組手準優勝
●卓球部
　・平成 23 年度春季全道学生卓球選手権大会において男子団体 1 部リーグ第 2 位
　・第 81 回全日本大学総合卓球選手権大会団体の部北海道予選において男子団体第 2 位

〔個人〕
●都市環境学科　櫻岡 壮太さん
　第 42 回北海道学生空手道選手権大会新人戦において男子個人組手準優勝
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　第 41 回北海道学生空手道選手権大会において男子個人組手優勝　他
●メディアデザイン学科　沼 亮太朗さん
　平成 23 年度春季全道学生卓球選手権大会において男子シングルス第 1 位　他

●第26回全日本学生リュージュ選手権大会（2月19日）
　男女混合1人乗り（全長250m）　
　第3位　成田 圭吾さん（機械システム工学科）
●第48回北海道リュージュ選手権大会（2月19日）
　男子1人乗り2部（全長250m）　　
　第1位　羽山 竜平さん（機械システム工学科）
　第2位　中島 将貴さん（機械システム工学科） 
●第33回スポーツショップ古内杯リュージュ競技大会（2月26日）
　男女混合一般2部（全長250m）　　
　第1位　西 晃広さん（機械システム工学科） 
　第2位　青山 慎吾さん（機械システム工学科） 
　第3位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科） 

（写真提供 札幌市）

●義肢装具海外支援
アフガニスタンへの義足提供支援の
義足製作と写真展を開催。
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問題点を検討・改良し製作。

●雪かき隊
高齢者世帯の雪かきボランティアを実施。

●手作りキャンドル
キャンドル教室を開催。

●HIT STARS
星空観望会を実施。

●マイチャリクラブ
大学構内の自転車管理・マナー向上を
学生主体で運営。

●ECO-プロジェクト
ペットボトルキャップを回収し、ワクチン寄付活動に貢献。

●HIT Battle Tech
小学生向け工作教室の開催と
ロボット相撲大会への出場。

●手稲区マスコットキャラクター「ていぬ」
　エコ支援プロジェクト
ていぬを使った劇を幼稚園で開催し、
エコに興味を持たせる。

●スマイル・ストリート・プロジェクト
　「言の葉の森」
札幌駅前通地下歩行空間で、地下空間の
賑わいを創出し、震災被災者を応援するイベントを実施。
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HIT SCHEDULE CALENDAR 2012

HIT EVENT INFORMATION

06  june

体育祭
118日間セーフティーラリー開会式
親交会総会（11:00～）、懇親会
大学院修士課程推薦入試
第1回AO入試［前期］エントリー説明会
第１回オープンキャンパス、新体育館落成記念行事〈和道会合同練習会〉

01
07
09
14
17
24

□金

□木

□土

□木

□日

□日

08  august

前期定期試験（～7日）
教員免許状更新講習（～7日）
第2回オープンキャンパス、新体育館落成記念行事〈詳細未定〉
夏季休業開始（～9月18日）
教職員夏季一斉休業（～17日）、ホームページ休止（～13日）
※11～13日は電気設備等年次点検のため大学完全閉鎖

東北工業大学総合定期戦（～22日、本学）
第1回AO入試［前期］セミナー

01
02
05
08
11

21
26

□水

□木

□日

□水

□土

□火

□日

07  july

PF（前期）個別面談期間（～13日）
第2回ＡＯ入試［前期］エントリー説明会
編入学試験［前期・指定校］
大学院修士課程入試［前期（一般）］
大学院修士課程入試［前期（社会人）］
前期終講

02
14
17
18
19
31

□土
□月

□火

□水

□木

□火

09  september

オウル総合科学大学へ交換留学生派遣（～11月下旬）
研究生・特別研究生出願受付（～10日）
北海道工業大学大学説明会（企業向け：東京会場）
父母懇談会（地方）、進学・入試相談会（地方）
夏季休業終了
学位記授与式（10：00～）
後期始講
父母懇談会（札幌）
第2回AO入試［前期］セミナー、第1回AO入試［後期］エントリー説明会
大学祭（～30日）
第3回オープンキャンパス

上 旬
03
06
15
18
20
21
22
23
28
29

□月

□木

□土

□火

□木

□金

□土

□日

□金

□土

7/14 sat  15：00～
本学2名の学生と1名の先生が、紀伊国屋書店インナーガーデンで「現代の若者論」をテーマに学生や一般市民の聴衆に対し、
トークセッションを開催。議論の場を共有できる企画です。

●会場 ： 紀伊国屋書店インナーガーデン

人間社会学科まちなかトークセッション「現代の若者論」［一般公開］

6/8 fri  14：40～16：10
未来デザイン学部の全学生を対象として、STVアナウンサーの和久井薫さんの特別講演会を開催します。
約40年にわたるアナウンサーとしてのご経験をもとに、変化を続けるテレビ、マスコミ業界の将来についてお話いただきます。

●会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
●講師 ： 和久井薫氏

未来デザイン学部特別講演会 マスメディアの現状と将来

7/6 fri  14：00～16：00
道工大と道総研の連携協定締結を記念し、両者が今後連携して研究に取り組むテーマに関し、
両研究機関がこれまで取り組んできた研究成果も交え、道民に身近な話題として分かりやすく伝えるセミナーを開催します。
一般の方も無料で参加できます。
テーマ「北国のくらしとエネルギーを考える」―身近な省エネルギーのすすめ―

●会場 ： 札幌ガーデンパレス
●講演 ： 細川和彦 准教授
　　　　魚住昌広 准教授 ほか

道工大と道総研の連携・協定締結記念セミナー［一般公開］

6/15 fri  16：30～17：50
国連PKO、外務省職員、NGO職員として各国で勤務し、和平プログラムの専門家として活躍する瀬谷ルミ子氏による特
別講演会です。聴講には事前登録が必要です。希望される方は、情報フロンティア工学科の小川（TEL：
011-688-2291）までご連絡ください。

●会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
●講師 ： 瀬谷ルミ子氏

職業は武装解除［一般公開］

7/7 sat  15：50～18：30
本学義肢装具学科の関宏三先生が本大会の大会長を務めます。7/7（土）15:30～18:30には展示会場を一般開放します。義肢装具メーカーなどの企
業展示ブースがあり、最新の義肢装具、車いすなどの福祉用具を直接見て触ることができます。また一般の方も聴講できる公開講座（無料）を行います。
【講座1】中村俊郎先生「義肢装具の未来」 ： 乳癌の方のための人工のおっぱいや、火傷した子のための義足と多岐に活躍。
【講座2】植松努先生「思うは招く」－夢があればなんでもできる－ ： 赤平から北海道の宇宙ロケット開発に参加している企業。

●会場 ： 札幌コンベンションセンター
※詳細は、ホームページをご覧ください。 
　http://www.conv-s.com/japo2012/

第19回日本義肢装具士協会学術大会 公開講座［一般公開］
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